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公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で

は
、
公
共
施
設
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
を
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

に
取
り
組
む
こ
と
で
目
指
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、

財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
と
施
設

の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
た
め

に
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
更

新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計

画
的
に
行
う
こ
と
で
す
。
敦
賀
市
の

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
３
つ

の
取
組
方
針
に
基
づ
き
、
①
公
共
施

設
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
長
期
間
利
用

（
長
寿
命
化
・
予
防
保
全
）
、
②
公

共
施
設
の
延
床
面
積
を
縮
減
（
総
量

縮
減
）
す
る
こ
と
で
、
③
次
世
代
の

市
民
の
負
担
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
40
年
間
の
目
標
と
し

て
、
次
世
代
の
市
民
の
負
担
を
現
在

と
同
程
度
の
水
準
ま
で
抑
制
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
方
針
②
総
量
縮
減
の
実
施
例

 

〈
複
合
化
〉

　

異
な
る
機
能
を
ま
と
め
て

　

維
持
す
る

 

〈
集
約
化
〉

　

類
似
機
能
を
ま
と
め
て

　

維
持
す
る

今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
、
計
画
に
基
づ
き
、
個
別
施

設
の
具
体
的
な
方
向
性
を
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
議
会

と
の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

問
合
せ
先

　

契
約
管
理
課　

☎
22
・
８
１
０
５

　

敦
賀
市
で
は
、
市
役
所
や
学
校
、
公

民
館
な
ど
の
「
公
共
施
設
」
と
道
路
や

水
道
な
ど
の
「
イ
ン
フ
ラ
」
の
今
後
の

基
本
的
な
あ
り
方
を
整
理
し
た
「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
今
後
40
年
間
で
今

あ
る
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
を
良
好

な
状
態
で
次
世
代
の
市
民
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
計
画
を
指
針
と
し
て
、

公
共
施
設
等
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
利
用
者
数
の
減
少

　

市
の
人
口
は
、
今
後
40
年
間
で

約
２
割
減
少
し
、
２
０
１
５
年
の

６
万
７
千
人
か
ら
、
２
０
５
５
年
に

は
５
万
４
千
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
公
共

施
設
等
の
利
用
者
が
大
き
く
減
少

し
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
利
用
者
層
や
施
設
に
求
め
ら
れ

る
機
能
が
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
施
設
保
有
量
が
多
い

　

市
民
一
人
当
た
り
の
施
設
保
有
量

を
県
内
９
市
・
全
国
平
均
と
比
較
す

る
と
、
敦
賀
市
の
保
有
量
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

③
施
設
更
新
費
用
の
増
加

　

市
の
公
共
施
設
は
、
類
似
す
る
他

自
治
体
と
比
較
し
て
老
朽
化
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
施
設
の
寿
命
は
約
50
年

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
過
半
数
の

施
設
が
築
30
年
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
今
後
20
年
以
内

に
寿
命
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
更
新

に
か
か
る
次
世
代
の
負
担
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

　

過
去
５
年
間
の
公
共
施
設
の
更
新

等
に
か
か
っ
た
費
用
は
年
26
億
円
で

し
た
。
今
後
40
年
間
、
現
在
と
同
規

模
の
更
新
を
行
っ
た
場
合
、
更
新
時

期
を
迎
え
る
施
設
が
多
い
こ
と
か

ら
、
更
新
費
用
は
年
41
億
円
と
大
き

く
増
加
し
ま
す
。
市
民
一
人
当
た
り

の
負
担
に
換
算
す
る
と
、
現
在
の
年

４
万
円
か
ら
、
40
年
後
は
年
８
万
円

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

将来の市民負担の増大

2015 年　４万円 / 年

市民一人当たりの

施設更新費用の負担

2055 年　８万円 / 年

市内公共施設の築年数

築 20 年未満
24.9％

築 30 年未満
21.9％

築 50 年以上
2.9％

年度不明
1.0％

築 40年未満

34.8％

築 50年未満

14.5％

「
敦
賀
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
の
市
民
の
た
め
に
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

「次世代の市民のために、
  いま取り組む公共施設マネジメント」

計画の基本理念

課題解決に向けた
３つの取組方針

長く
大切
に使
う！

工夫して貯める！ 量を減ら
す！

長寿命化と予防保全
（品質管理）

方針➊

公共施設の総量縮減
（総量管理）

方針➋

更新財源の確保
（コスト管理）

方針➌

公共施設のあり方を見直します
この「まち」を次の世代に引き継ぐために

～公共施設等総合管理計画から考える公共施設のあり方～

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
等
の

あ
り
方
を
整
理
し
た
計
画

敦
賀
市
が
抱
え
る
課
題

建替え
大規模改修

機能移転
建物の解体 継続 機能移転

一人当たりの公共施設保有量

市民一人当たり、県内 9 市平均
の 1.3 倍、全国市平均の 1.7 倍

県内９市
平均

全国市
平均

敦賀市

4.5㎡ / 人
3.5㎡ / 人

5.8㎡ / 人

1.3 倍

1.7 倍


